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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず，岡島ゼミⅠの取組の内容を説明する前に，取組の背景として，子どもの権利と関連政策動向を１分でお話ししておきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
子どもの権利は，国際的には，1989年，国連総会で子どもの権利条約が採択され，日本政府としては，1994年にこの条約を批准。その後，日本社会では，（貧困，いじめ，不登校，低い自尊感情など）子どもの状況の悪化と少子化の流れもあって，ここ数年で，こども基本法の施行、こども家庭庁の設置，こども大綱の閣議決定など，子どもの権利条約の精神にのっとり，こども施策の充実につとめるという政策が活発化しています。

そうした国レベルの動きだけではなく，地方自治体レベルでも子どもの権利に関する取組が活発化しています。富田林市においても，2026年３月の子どもの権利条例成立を目指し，現在，さまざまな準備・議論が行なわれています。

子どもの権利条約は40個ほどの子どもの権利が書かれていますが，とくに重要なのは４つの一般原則というものです。ここに書かれている差別の禁止，生命・生存・発達の権利の保障，子どもの最善の利益の追求，子どもの意見表明権の保障というものです。

このうち，子どもの意見表明権の保障は，そもそも日本社会全体が自分の意見を表明するということに慣れていないし，また，いろんな誤解（子どもに意見など言わせると子どもがわがままになる，未熟な子どもに意見などないのでは？といった）もあって，意見表明権を子どもたちに保障するということは非常に難しいこととなっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そのため，「なんでやねん！すごろく」というゲーム教材の普及を目的にした取組を行ないました。

この「なんでやねん！すごろく」とは，関西で子どもの権利について取り組む市民団体のネットワークが，「意見表明」の前にまず「意見形成」から支援すべきという趣旨で，2019年に開発した子どもの意見形成支援ツールで，このゲームをつかえるおとなのファシリテータ養成講座を開催しました。

各マスには，一緒にすごろくを制作した子どもたちのイラストが描かれており，マスに止まると，子どもの権利条約の条文を読み上げるか，実際に学校や家庭など子どもたちの身の回りで起きる「おかしいなあ」と思うことを読み上げ，みんなで「なんでやねん！」とジェスチャーをつけて突っ込むルールになっています。

たとえば，「なんで先生は人によって対応が違うん？」であったり，「お姉ちゃんやったらなんでも我慢しなあかんの？」であったり。このすごろくでは，子どもはおかしいなと思うことについて表現するという権利があり，おとなはそれにしっかりと耳を傾ける義務があるというのが国際的な決まりであり，最近では，日本でも法律になっているよということを子どもたちに伝えます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう少しイベントについて話すと，イベントは8月20日，金剛地区の∞KONROOMで開催しました。市外から講師をお招きし，市役所職員や子どもの権利に関する活動を行っている団体の方々，学生など10名程度にご参加いただきました。

イベントをするなかで，なんでやねんすごろくをファシリテートする時に起こるトラブルを想定し，各場面での対応を話し合い，多角的な考えを見出すことができていました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
参考文献はご覧の通りです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回の取り組みでは、「子どもの権利条約」をテーマに、富田林市金剛地区にある葛城中学校の1年1組と1年2組で授業を行いました。

内容は３本柱で，

➀子どもの権利条約の概要など、子どもの権利に関する基本を知ってもらえるよう，私たち大学生がレクチャーをしました。
➁次に、子どもの権利に関する知識だけではなく，もっと自分事として関心をもってもらえるように，子どもの権利条約の約40条を記した紙をくばって，そのなかから「気になる権利」を探してもらいました。そして，どうしてその権利が大切だと思ったのかを発表してもらいました。この活動を通して、自分の考えを整理し、友達と意見を共有する機会になりました。
➂さらに，楽しく学びを深めるために「子どもの権利かるた」に取り組みました。遊びを通じて子どもの権利の内容をより深く知ってもらうようにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは実際に使用したカルタの写真です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは授業で使用したスライドの一部でジェスチャー等も活用しながら中学生にも分かりやすい言葉を使用しながら
授業を進めることができました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
あらためて，なんでこのような取組を行なったのか，目的について述べたいと思います。

授業を行った目的として、➀子どもの権利条約について知ってもらうため，➁自分と他者の権利を尊重するようになってもらいたいため，➂戦争や貧困など，世界で起こっている問題を知ってもらうため，➃自分の意見を人に伝えるといった活動をつうじて将来の社会づくりにつなげたいということもありました。

こうしたことを念頭に置き，授業内容を決め，授業を行ない，その後，子どもたちには振り返りシートに記入してもらいました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらが実際に振り返りのシートに書かれていた内容を簡単にまとめた物になります。

お時間の関係上，内容の詳細な紹介は控えさせていただきますが，授業やかるたの実践などをつうじて，子どもたちは自分たちの権利について新しい気づきを得ただけでなく、友達の意見を尊重し、多様な考え方を学ぶことができたようです。学ぶだけでなく、楽しく体験しながら理解を深めることができたのが、この取り組みの成果だと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また，子どもたちが得たものと同時に，今回の出前授業で，自分たち大学生側も得るものがありました。これを２つの観点から整理したのがこちらです。

まず、1つめ、自己に関する認識です。� 子どもの権利についての授業をしたことで自分への理解も深まりました。自分の声の特徴といった長所や、語彙力不足といった短所にも気づくことができました。さらに、頭の中の考えを整理して言葉にすることの難しさも実感しました。
次に、2つめ、他者や社会に関する認識です。� 人それぞれ考え方が違うため、公平に接するには多様性を尊重する必要があると学びました。模擬授業では、チームワークや臨機応変さの大切さを実感し、自分の知識を深めることも必要だと感じました。また、かるたやクイズなど教材の工夫は有効でしたが、内容を体系的にまとめることには課題が残りました。さらに、子どもが安心して意見を出せるように心理的安全性の大切さにも気づきました。
全体を通して、自己理解の深化、多様性の尊重、そして授業の工夫の必要性を学び、子どもの権利教育の重要性を改めて確認できたと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
金剛駅前にある、「LOVE　NEPAL」で毎月最終水曜日に多文化交流イベントを開催しました。この活動は、「LOVE　NEPAL」の店主ラビンさんと店員さん、南海電鉄の方々の協力のもと行いました。
第一回は手作りカードゲームでネパール語に触れ、第二回にはラビンさんと店員さんに教えてもらいながらネパールダンスを参加者全員で踊りました。第三回には「ダルバート教室・スパイス講座」を行いました。ダルバートとは、ネパールで朝晩二回も食べられているという国民食ともいわれている定食です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
参加していただいた方々に毎回アンケートを取らせていただきました。
金剛駅が最寄り駅である方が沢山参加してくれ、どのイベントも40代と50代の方が多く。比較的女性が多かったです。
イベントの満足度の質問にはどのイベントも過半数がとてもいいと回答していただきました。
多文化共生のためにあなたができることを聞いたところ、積極的に話しかけること、多文化共生イベントに参加すること、他の文化を学ぶこと、互いの文化を交流するなどの意見をいただきました。
これらの結果から、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
カタコトのやさしい日本語でも充分伝わるし分からなくても伝わるように考えるようになった。 「やさしい気持ちになる」と気づいた
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まちの活性化状況を数値データとして表すことは大変難しいですが、人流によっておおむね把握できると考えられます。人流測定を行うことで、新たな施設づくりやイベント開催場所の設定をより効果的にできると考えました。通常、人流は測定者が手で行うものですが、私たちは、自動で測定するシステムを作ることにしました。そして、それを金剛地区を対象として、システムの有効性を確かめつつ、人流データを分析したいと考えました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
プロジェクトで試作したシステムの概要を説明します。
ラズベリーパイは汎用的なIoTデバイスであり、センサーやカメラを接続することで、様々な用途で用いることができます。
YOLOは、AI技術により、物体検出・追跡を行うアルゴリズムであり、誰もが無料でその技術を利用することができます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
３種類の方法で実験を行います。
Raspberry Pi + 人感センサー は、人の通過を赤外線で測定するシステムで、最も安価ですが、正確さに難があります。
Raspberry Pi + カメラ + YOLO は、夜間撮影にも対応したカメラで撮影して記録した動画を、YOLOによって人流測定に使用するものです。
Raspberry Pi Zero + AIカメラ は、AI機能を搭載したカメラを用いるものです。ただし、AIカメラへの学習データの設定が大変であること、夜間は不向きであるため、今回結果を公表するには至りませんでした。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、実際にこのシステムを用いて、10月24日・25日に開催された社会実験「ウォーカブル金剛」において人流測定を行いました。
IoTデバイスによる自動測定の検証を行うために、目視による人数カウントも行いました。この棒グラフは目視による測定結果です。
緑の棒グラフが金剛駅へ向かう人数、青の棒グラフが金剛駅から来た人数を示しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
人感センサーによる測定結果です。
人感センサーでは、進行方向を測定することができないため、両方向の通行人数の合計を示しています。
赤の棒グラフは人感センサー、緑の棒グラフは目視によるカウントの結果を示しています。多少のずれは見受けられますが、おおむね人流を追うことができています。
12時付近では、目視による人流よりも少なくカウントされています。これは、人が多いと、一人一人を個別に識別することができないためです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、撮影した動画をYOLOで分析した人流を測定した結果を示します。
赤の棒グラフはYOLO、緑の棒グラフは目視を示しています。こちらも大まかには測定できているといえますが、13:10から14:20に雨が降って機器を保護したために動画が記録できていなかったこと、12:20あたりに人がカメラ前で立ち止まるなどの測定困難時間があったため、測定場所の選定によって影響を受けやすいことがわかりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
結果として、IoTデバイスを用いた人流測定は、一定の利用価値が得られました。
人感センサーを用いたシステムは、人流が少ない場合には有効です。
動画による非同期測定（後処理による方法）は容易に行え、一定程度の結果が得られました。
AIカメラを用いたシステムは、学習データの設定の問題からうまく動作しませんでした。
課題として、同期測定(リアルタイムに処理する方法)を行うには、相当なチューニングや高度な学習データが必要であることがわかりました。
以上で、発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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